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米山と密蔵院と米山古道

米山（９９３ｍ）山頂には、米山薬師が祀られている。
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師によって、１３００年前に、開基された。以来、主に新潟県中

越、下越地区の人々から強い信仰が寄せられてきた。集落単位で、

米山講が結成され、毎年代表者が、護符と薬草のトウキ（米山で

よく採れる、臭いの強いセリ科植物）を貰いにお参りをしてきた。

密蔵院は、米山薬師の別当で、江戸時代ころから、当地で米山薬

師を守り続けてきた。米山への登山道は、古くは、
べい
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水野集落を経ての道があった。密蔵院ができてからは、その護摩

堂裏から尾根つたいに、下牧集落を経て登る道がメインになった。

下牧集落までの尾根道を米山古道を呼んでいる。

春 芽吹き
雪が残る３月からマルバマンサクが咲き始める。雪消え

と同時に、オーレン、カタクリが花開き、ギフチョウが

舞う。フキノトウ、ゼンマイ、ワラビ、タラノメ、コシ

アブラ、コゴミ・・・、山菜が一斉に現れる。古道に眠

っていた命がふきかえる。

スプリング・エフェメラル（春のはかない命）

越冬したギフチョウは、カタクリ、スミレなどの蜜を

吸いながら、幼虫の食物となるコシノカンアオイの葉

の裏に産卵する。産卵で成虫の命は終わる。カタクリ

は、雪消え直後に、葉を広げ、花を咲かせ、実を付け、

５月の終わりには、地上部は枯れ、翌春まで休眠する。

ギフチョウとカタクリ、春の一時期にしか、見ること

ができない、春のはかない命。

ギフチョウ コシノカンアオイ 卵と幼虫

夏 新緑
コナラ、ホオノキ、ナツツバキなどの高木が、若葉を

繁らせる。古道は、新緑の木々のトンネルとなる。

新緑のトンネル

植物の階層構造

１０ｍを越す、大きな樹木が若葉を茂らせると、樹林の

下は暗くなる。照度計で計ると、樹冠と林床では、光の

強さは、１００：１となる。強い光のもとで速く高く生

長する陽生植物のコナラ、アカマツ。その下で、弱い光

のもとでも生き抜く陰生植物のユキツバキ、エゾユズリ

ハ。高木と低木で階層構造を作り、植物は光を無駄なく

利用している。

秋 実り
コナラがドングリを落とす。ナツハゼが酸っぱい黒い実を付け

る。アズキナシ、ミヤマガマズミの赤い実がゆれる。日当たり

のよい所にはアケビが美味しそうな実を付ける。やがて、ナツ

ツバキがオレンジ色に紅葉し、コナラも負けじと黄色に変わ

る。植物は、１年の成果を残し、冬への準備を始める

ナツツバキ紅葉

枯れ木に出たナメコ

古道の周りは、植林された杉の他は、コナラなど

の落葉樹が多い。米山周辺は、夏緑樹林（落葉

広葉樹林）であり、夏緑樹林の主は、ブナであ

る。古道の周りは、人々が生活のために、ブナを

伐り尽くした結果、コナラなどの生長の速い樹

木が多くなった。燃料革命で樹木が放置され、

立ち枯れのコナラが多くなり、その立ち枯れのコ

ナラに、ナメコやヒラタケが出るようになった。

冬 雪の中で
１２月になると、落葉樹は、葉を落とし、古道を歩いて

いても、林の中を遠くまで見通すことができる。葉を落

とした枝を見ると、春を待つ芽がついている。固そうな

茶色の鱗のような葉（芽鱗）で覆われた冬芽（鱗芽）。

芽鱗は無く、細かな毛が生えた小さな葉がついている冬

芽（裸芽）。植物の種類ごとに色々な寒さ対策をしてい

る。また、葉が落ちた痕（葉痕）も面白い。葉に通じて

いた道管、師管の痕が、目や口のように見え、サルの顔

のよう。

古道には、２～３ｍの雪が積もる。ユキツバキ、ハ

イイヌツゲ、ヒメアオキなどの低木は、その雪に押

されて、地面に伏す。いずれの木も、柔軟性があ

り、雪の重みで折れることは無い。雪の少ない所

に生育するヤブツバキには、そのような柔軟性は

見られない。ユキツバキなど、多雪地帯に適応し

た植物を日本海型植物と呼ぶ。雪に光は閉ざされ

るが、雪の保温と保湿効果で春を待つ。

裸芽：オオカメノキ 芽鱗：コナラ 葉痕：ヤマウルシ




